
飲
料
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
受
付   

、
総
務
の
お
手
伝
い
と
、
少
し
の
時
間
で
も

と
、
お
手
伝
い
し
て
頂
け
た
方
々
に
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
来
年
は
大
祭
に
当
た
り
ま
す

の
で
、
今
回
の
経
験
に
基
づ
い
て
婦
人
会
の

メ
ン
バ
ー
の
方
々
の
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
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編
集
責
任
者
　
五
月
女
　
稔

第
七
十
四
号

平
成
二
十
九
年
九
月
三
十
日

　

秋
冷
の
候
、
町
内
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
平
成
二
十
九
年
九
月
飛
木
稲
荷

神
社
の
例
祭
に
あ
た
り
町
内
の
皆
様
方
に
は

格
別
な
る
ご
奉
納
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜

わ
り
お
陰
様
に
て
天
候
に
も
大
変
恵
ま
れ
、

無
事
に
祭
典
を
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ

も
偏
に
祭
礼
役
員
各
位
を
始
め
氏
子
の
皆
様

の
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
祭
礼
は
、
峯
岸
副
会
長
が
「
祭
礼

委
員
長
」、多
賀
副
会
長
が「
祭
礼
副
委
員
長
」

と
し
て
、
祭
礼
全
体
の
総
指
揮
の
も
と
、
各

祭
礼
部
の
部
長
様
を
は
じ
め
一
生
懸
命
で
御

奉
仕
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

行
事
面
で
は
、
事
前
の
祭
礼
委
員
会
で
検

討
さ
れ
て
、
大
人
神
輿
の
巡
幸
に
つ
い
て
、

事
前
に
担
ぎ
手
不
足
の
心
配
事
が
あ
り
ま
し

た
が
、
多
く
の
他
町
会
や
そ
の
他
の
若
手
担

ぎ
人
の
応
援
を
得
て
何
と
か
出
馬
で
き
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
前
日
の
子
供

神
輿
と
太
鼓
山
車
も
神
社
参
拝
奉
告
と
町
内

巡
幸
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
婦
人
会
の
模
擬

店
と
子
供
会
の
ゲ
ー
ム
大
会
が
盛
大
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
夜
に
は
、
恒

例
の「
祭
礼
演
芸
」で
大
変
賑
わ
い
、特
に「
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
」
で
は
、
豪
華
賞
品
を
当
選
さ

れ
た
方
も
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

祭
礼
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
祭
礼

役
員
の
方
々
に
は
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
感
謝
と
と
も
に
御
礼
申
し
上
げ

【

会

長

の

ご

挨

拶

】

押
上
一
丁
目
仲
町
会

町
会
長

大
橋
由
明

大橋町会長題字

齋
藤
　
祐
子

【

婦

人

会

】
【

子

供

会

】

伊
藤
　
雄
司

　

九
月
九
日
、
子
供
御
輿
と
山
車
の
巡
行

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
元
気
よ
く
あ
が
る
御
輿

を
み
る
に
つ
け
、
子
供
達
が
町
会
の
皆
様
に

温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
育
て

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し

ま
し
た
。
休
憩
の
た
び
に
飲
み
物
や
お
菓
子

を
振
る
舞
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、
御
輿
を

先
導
し
、
交
通
整
理
を
行
な
い
、
ま
た
、
掛

け
声
を
か
け
て
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
皆

様
、
こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
御
輿
を
担
ぎ
に
集
ま
っ
て
く
れ
た

近
隣
の
お
子
さ
ん
達
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

当
日
、
四
時
か
ら
子
供
会
で
は
輪
投
げ
の

模
擬
店
を
出
し
ま
し
た
。
本
年
は
並
木
様
に

景
品
の
購
入
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

ま
す
。

　

来
年
は
、
大
人
神
輿
の
重
量
感
の
あ
る
丸

形
縦
担
ぎ
棒
の
軽
量
化
へ
の
改
良
や
山
車
の

た
た
き
台
座
の
設
置
等
に
少
し
ず
つ
準
備
し

て
お
り
ま
す
。
来
年
は
、「
大
祭
」
の
年
に

あ
た
り
ま
す
の
で
「
町
会
半
天
」
も
新
調
し

た
ら
と
の
ご
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の

検
討
課
題
と
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
町
内
の
皆
様
な
ら
び
に
町
会
役
員

の
方
々
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
御

礼
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

峯
岸
　
壮
吉

【

祭

礼

委

員

長

】

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
飛
木
稲
荷
神
社
祭
礼

は
九
月
八
〜
十
日
の
期
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

虫
干
し
に
始
ま
り
、
祭
礼
提
灯
張
り
、
神
酒

所
建
設
、
子
供
神
輿
、
大
人
神
輿
、
模
擬
店
、

演
芸
等
の
各
種
分
担
業
務
を
事
故
無
く
、
無

事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
深
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

祭
礼
委
員
長
を
拝
命
さ
れ
、
総
務
の
役
員

な
ら
び
に
祭
礼
役
員
方
々
と
町
会
会
館
で
、

数
回
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。
各
種

行
事
担
当
の
役
員
と
事
前
に
役
割
分
担
を
決

め
て
お
き
ま
し
た
の
で
、
何
と
か
祭
礼
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

山
車
の
太
鼓
を
固
定
す
る
飾
り
紐
も
誂
え
、

太
鼓
の
固
定
方
法
、
子
供
達
が
山
車
を
引
く

綱
の
取
り
付
け
方
に
関
し
て
、
加
納
、
小
林

さ
ん
を
中
心
に
業
者
の
方
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー

を
受
け
ま
し
た
。
今
ま
で
以
上
に
安
全
に
関

す
る
心
構
え
が
向
上
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

子
供
神
輿
、
山
車
に
参
加
の
子
供
達
、
親
御

さ
ん
な
ど
増
加
傾
向
に
あ
り
、
賑
わ
い
を
感

じ
て
頂
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

大
人
神
輿
の
担
当
部
長
は
事
前
に
、
高
木

神
社
神
輿
の
会
の
担
ぎ
手
の
方
々
の
ご
協
力
、

町
会
の
方
々
の
紹
介
に
よ
る
担
ぎ
手
の
手
配
、

大
人
神
輿
の
町
内
巡
行
を
滞
り
な
く
進
め
て
　

九
月
八
日
か
ら
十
日
に
か
け
天
候
に
恵
ま

れ
、
お
祭
り
日
和
で
し
た
。
飛
木
神
社
の
祭

礼
に
合
わ
せ
て
、
模
擬
店
の
準
備
を
役
員
の

方
々
は
朝
早
く
か
ら
各
家
庭
で
野
菜
の
カ
ッ

ト
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
婦
人
会
の
担
当
は

模
擬
店
で
す
の
で
、
焼
そ
ば
、
イ
カ
焼
き
、

大人神輿集合写真

神酒所にて

婦人会集合写真

頂
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

婦
人
会
を
中
心
に
祭
礼
模
擬
店
、
な
ら
び

に
子
供
会
の
役
員
さ
ん
、
並
木
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
、
多
数
の
町
会
会
員
の
方
々
が
楽

し
気
に
焼
き
そ
ば
、
イ
カ
焼
き
購
入
す
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
子
供
達
も
輪
投

げ
な
ど
ゲ
ー
ム
に
興
じ
て
い
ま
し
た
。
演
芸

は
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
と
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を

行
い
、
多
数
の
老
若
男
女
が
参
加
し
て
お
り
、

大
い
に
賑
わ
い
を
感
じ
ま
し
た
、
こ
れ
も
町

会
役
員
を
始
め
、
町
会
外
か
ら
も
ご
支
援
、

ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
深
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
町
会
内
の
方
々
の
ご
協
力

あ
っ
て
の
盛
大
な
大
人
神
輿
巡
行
で
す
の
で

よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

子供会集合写真



図
①
は
明
治
初
期
、
牛
島
神
社
付
近
の
お
花

見
の
賑
わ
い
の
様
子
を
描
い
た
も
の
で
す
。

 

図
①
の
左
端
中
央
の
下
部
に
牛
島
神
社
の
入

口
の
目
印
で
あ
る
「
常
夜
灯
」
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。

 

写
真
②
は
図
①
に
描
か
れ
た
て
い
た
当
時
の

常
夜
灯
の
様
子
で
す
（
日
本
カ
メ
ラ
博
物
館

所
蔵
）。
こ
の
常
夜
灯
は
一
八
七
一
（
明
治
四
）

年
に
建
立
、
正
式
名
は
「
石
い
し
づ
く
り造

墨ぼ
く
て
い堤

永え
い
た
い代

常じ
ょ
う
や
と
う

夜
灯
」
だ
そ
う
で
す
。

　

牛
島
神
社
は
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年

九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
で
社
殿
を
焼
失
、

震
災
復
興
計
画
で
現
在
の
言
問
橋
東
に
完
成
、

遷
座
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
「
常
夜
灯
」

だ
け
が
震
災
前
の
ま
ま
の
位
置
（
桜
橋
の
そ

　

こ
の
間
、
大
洪
水
で
の
流
失
等
が
あ
り
ま

し
た
が
、
多
く
の
有
志
の
協
力
が
あ
り
、
補

植
し
江
戸
の
「
桜
の
名
所
」
と
し
て
の
地
位

を
確
立
し
ま
す
。

　

写
真
①
は
明
治
初
期
の
「
墨
堤
の
桜
並
木
」

の
様
子
で
す
（
日
本
カ
メ
ラ
博
物
館
所
蔵
）

　　

三
囲
神
社
裏
付
近
か
ら
上
流
方
向
の
眺
め

で
す
。
現
在
の
首
都
高
速
道
路
下
の
隅
田
公

園
・
墨
堤
の
桜
並
木
の
景
観
か
ら
は
想
像
で

き
ま
せ
ん
ね
。

　
「
墨
堤
の
桜
の
由
来
」
を
詳
し
く
記
し
た

「
墨
堤
植
桜
の
碑
」
が
名
物
和
菓
子
の
店
「
桜

餅
」
の
左
隣
り
、
言
問
団
子
向
い
側
の
公
園

内
に
あ
り
ま
す
。
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）

年
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
碑
の
題
字

（
篆て
ん
が
く額

）
は
郷
土
の
偉
人
・
榎
本
武
揚
の
筆

の
よ
る
も
の
で
す
。
散
歩
に
お
出
掛
け
の
機

会
に
で
も
ご
覧
下
さ
い
。

　

明
治
時
代
の
牛
島
神
社
は
桜
橋
近
く
の
長

命
寺
裏
で
、
名
物
「
桜
餅
」
の
店
が
隣
接
し

て
い
ま
し
た
。「
牛
嶋
神
社
旧
址
」
の
碑
が

弘
福
寺
裏
の
土
手
下
に
現
存
し
て
い
ま
す
。
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】

【
押
上
界
隈
の
歴
史
あ
れ
こ
れ
】

横
井
　
正
男

十
三
　
墨
堤
（
ぼ
く
て
い
）
の
桜
））

　

今
年
の
祭
礼
も
無
事
に
終
わ
っ
た
。
一
週
間

遅
い
と
台
風
十
八
号
の
影
響
で
予
定
が
大
き
く

変
わ
っ
た
だ
ろ
う
。
祭
礼
委
員
長
を
始
め
祭
礼

役
員
の
日
頃
の
行
い
が
良
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

毎
年
、
怪
我
や
事
故
も
無
く
続
け
ら
れ
る
の
は

凄
い
事
で
あ
る
。
上
に
立
つ
人
達
が
責
任
感
と

緊
張
感
を
持
っ
て
臨
ん
で
い
る
証
で
あ
り
、
祭

礼
役
員
の
皆
さ
ん
が
緻
密
に
計
画
、
準
備
を
し

た
成
果
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
氏
子
の
理
解
が
重
要
で
、
こ
の
地

域
も
段
々
と
人
が
増
え
て
、
地
域
と
の
関
わ
り

の
薄
い
都
会
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
将
来
は
祭
礼

を
継
続
す
る
に
も
工
夫
が
必
要
に
な
る
。
祭
礼

に
歴
代
町
会
長
も
出
て
く
る
の
で
、
良
い
ア
ド

バ
イ
ス
が
あ
る
か
ら
安
心
で
あ
る
。

　

私
た
ち
の
町
に
隣
接
す
る
向
島
・
隅
田
川

沿
い
の
「
隅
田
公
園
」
は
、
東
都
有
数
の
桜

の
名
所
で
す
。

　

そ
の
隅
田
川
の
墨
田
区
側
の
堤
つ
つ
み

土
手
を
特

に
「
墨ぼ
く
て
い堤

」
と
呼
び
ま
す
。
今
回
は
こ
の
「
墨

堤
の
桜
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
墨
堤
が
築
か
れ
た
の
は
大
変
古
く
、

室
町
時
代
の
後
期
一
五
〇
〇
年
代
中
頃
で
、

隅
田
（
現
在
の
堤
通
・
墨
田
）、
寺
島
（
東
向

島
・
堤
通
）、
須
崎
（
向
島
）、
小
梅
（
向
島
）

の
四
か
村
に
わ
た
る
二
千
百
余
間
（
実
測
約

３
㎞
）
が
築
造
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
、
墨

堤
の
う
ち
寺
島
（
現
在
の
堤
通
一
丁
目
）
以

北
を
「
隅
田
堤
」、
須
崎
（
同
向
島
五
丁
目
）

以
南
を
「
牛
島
堤
」
と
区
別
し
て
呼
ん
で
い

た
そ
う
で
す （「
隅
田
川
と
そ
の
両
岸
」よ
り
）。

台
東
区
の
日に
ほ
ん
づ
つ
み

本
堤
も
同
じ
頃
、
共
に
下
流
域

の
水
害
対
策
と
し
て
造
ら
れ
ま
し
た
。

　

墨
堤
の
桜
は
、
シ
ー
ズ
ン
に
は
花
見
客
で

大
変
賑
わ
い
ま
す
。
こ
の
桜
並
木
の
歴
史
は

江
戸
時
代
に
遡
り
ま
す
。
徳
川
幕
府
四
代
将

軍
家
綱
が
、
一
六
五
〇
年
代
の
頃
、
常
陸
の

国
・
桜
川
村
（
現
在
の
茨
城
県
稲
敷
市
桜
川
）

か
ら
桜
の
苗
木
を
取
寄
せ
、
将
軍
の
「
隅
田

川
御
殿
」（
墨
田
区
最
北
部
の
元
鐘
ヶ
淵
紡

績
工
場
）
近
く
の
旧
木
母
寺
（
堤
通
二
丁
目
）

辺
り
に
植
え
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

一
七
一
七
（
享
保
二
）
年
、
八
代
将
軍
吉

宗
は
木
母
寺
か
ら
南
の
墨
堤
に
桜
一
〇
〇

本
を
、
更
に
九
年
後
、
桜
・
柳
・
桃
を
各

一
五
〇
本
植
え
ま
す
。こ
の
目
的
の
一
つ
は
、

庶
民
の
た
め
の
行
楽
地
造
り
で
す
。
同
じ
目

的
で
飛
鳥
山
公
園
や
八
ツ
山
橋
も
造
り
ま
し

た
。
二
つ
目
は
、大
勢
の
花
見
客
の
往
来
で
、

墨
堤
の
地
固
め
を
図
る
こ
と
で
し
た
。

　

以
来
一
八
五
四
（
安
政
元
）
年
ま
で
に
地

域
の
篤
志
家
の
協
力
も
得
て
、
七
〇
〇
本
の

桜
が
三
囲
神
社
ま
で
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

子供神輿・山車の参加の子供達

宮司から飛木稲荷神社にて子供神輿・山車、子供
達、役員、町内の安全、皆様の健康を祈念してお
祓いを受けました。

幼
稚
園
・
保
育
園
の
お
子
さ
ん
か
ら
中
学
生

の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
に
至
る
ま
で
幅
広

く
大
好
評
で
、
何
度
も
挑
戦
し
て
く
れ
る
お

子
さ
ん
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

ま
だ
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
お
子
さ
ん
も
参
加

し
て
い
ま
し
た
。
と
っ
て
も
か
わ
い
か
っ
た

で
す
。
来
年
の
模
擬
店
も
楽
し
み
に
し
て
く

れ
て
い
る
と
嬉
し
い
で
す
。

ば
）
に
あ
り
ま
す
（
写
真
③
）。

 

言
問
橋
東
に
あ
る
牛
島
神
社
の
南
側
一
帯
の
日

本
庭
園
は
、
一
六
九
三
（
元
禄
六
）
年
に
幕

府
か
ら
拝
領
さ
れ
た
旧
水
戸
徳
川
家
の
下
屋
敷

跡
で
す
（
因
み
に
、
上
屋
敷
は
現
在
の
後
楽
園

及
び
後
楽
園
球
場
を
含
め
た
付
近
一
帯
で
す
）。

桜
並
木
は
、
徳
川
家
に
よ
り
徳
川
家
屋
敷
の
正

門
が
あ
っ
た
「
枕
橋
」（
現
在
の
墨
田
区
役
所

そ
ば
）
ま
で
延
長
し
て
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。
明

治
初
期
の
一
八
八
〇
年
頃
の
こ
と
で
す
。
こ
う

し
て
、墨
堤
の
桜
並
木
の
魅
力
は
一
段
と
増
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

写真①

写真③

写真② 図①

（
次
号
に
続
く
）


